
　
塩
崎
恭
久
厚
生

労
働
大
臣
が
、
5

月
に
開
催
し
た
経

済
財
政
諮
問
会
議

で
医
師
の
地
域
偏

在
・
診
療
科
偏
在

の
是
正
策
を
検
討
す
る
と
言
及

し
た
。「
骨
太
方
針
2
0
1
6
」

の
素
案
で
書
き
込
ま
れ
た
是
正

策
へ
の
「
規
制
的
手
法
も
含
め

た
」
は
、
成
案
で
は
「
実
効
性

の
あ
る
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た

が
、
そ
の
真
意
は
同
じ
で
あ
ろ

う
。
い
よ
い
よ
国
が
「
偏
在
解

消
」
を
名
目
に
、
保
険
医
定
数

制
導
入
と
自
由
開
業
制
見
直
し

と
い
う
医
師
数
統
制
に
本
腰
を

入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
昨
年
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
は
、「
経
済
・
財
政
再
生
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
取

り
ま
と
め
、
社
会
保
障
分
野
の

改
革
の
方
向
性
と
工
程
表
を
示

し
て
い
る
。
工
程
表
で
は
2
0

1
6
年
末
ま
で
に
、
入
院
時
の

光
熱
水
費
相
当
の
居
住
費
の
患

者
負
担
化
や
、
か
か
り
つ
け
医

以
外
を
受
診
し
た
場
合
の
定
額

負
担
導
入
、
高
額
療
養
費
制
度

の
限
度
額
引
上
げ
、
市
販
類
似

薬
の
負
担
増
や
保
険
外
し
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
を
得

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
病
床
機
能
分
化
で
効
率
化
を

図
る
と
い
う
「
川
上
」
政
策
、

川
上
か
ら
溢
れ
た
患
者
の
受
け

皿
と
な
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
「
川
下
」
政
策
、

医
師
の
偏
在
是
正
策
、
そ
し
て

患
者
へ
の
負
担
増
政
策
。
ど
れ

を
と
っ
て
も
国
民
皆
保
険
制
度

の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

　
協
会
は
「
保
険
で
良
い
医
療

と
医
業
経
営
を
」
を
目
標
に
、

診
療
報
酬
改
善
要
求
を
筆
頭
と

し
て
そ
の
時
そ
の
時
の
為
政
者

に
医
師
の
声
を
届
け
て
き
た
。

そ
れ
が
医
師
の
裁
量
の
も
と
最

善
と
思
わ
れ
る
医
療
を
患
者
に

提
供
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
あ

げ
た
。
ま
た
自
由
開
業
制
の
も

と
、
保
険
で
健
全
な
医
業
経
営

を
成
立
さ
せ
、
医
師
は
地
域
医

療
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

　
課
題
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
国
民
皆
保
険
制
度
を

こ
れ
ま
で
維
持
し
、
国
の
医
療

費
抑
制
策
と
の
攻
防
を
繰
り
返

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
、
日

本
の
社
会
保
障
制
度
の
姿
が
大

き
く
歪
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
の
と
き
こ
そ
、
地
域
医
療

の
現
場
で
働
く
我
々
医
師
が
声

を
あ
げ
、
広
く
国
民
に
実
態
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
と
も
に
社

会
保
障
を
守
る
運
動
に
立
ち
上

が
る
と
き
で
あ
る
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
医
師
を

協
会
の
仲
間
と
し
て
迎
え
、
こ

の
難
局
に
立
ち
向
か
い
た
い
。

保
険
で
良
い
医
療
と
医
業
経
営
を

 

医
師
の
声
を
届
け
よ
う

　
消
費
増
税

は
先
送
り
に

な
っ
た
。
民

進
党
を
始
め

野
党
も
消
費
増
税
に
反
対
だ
し

こ
れ
で
め
で
た
し
、
め
で
た
し

だ
ろ
う
か
。
消
費
増
税
の
見
送

り
で
社
会
保
障
に
悪
影
響
が
出

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
社
会

保
障
の
充
実
と
財
政
再
建
に
は

財
源
が
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に

別
の
税
財
源
、
つ
ま
り
所
得
税

と
法
人
税
の
見
直
し
を
経
済
学

者
や
各
党
に
検
討
し
て
も
ら
い

メ
デ
ィ
ア
を
ま
き
こ
ん
で
政
権

選
択
の
争
点
と
し
て
ほ
し
い
▼

所
得
税
・
法
人
税
は
1
9
8
0

年
代
か
ら
大
幅
に
減
税
さ
れ
て

き
た
。
現
在
純
金
融
資
産
を
1

億
円
以
上
持
つ
富
裕
層
は
1
0

0
万
世
帯
あ
り
保
有
総
額
は
2

4
1
兆
円
、
企
業
の
内
部
留
保

は
3
6
6
兆
円
も
あ
る
。
所
得

税
は
消
費
税
導
入
前
の
最
高
税

率
60
％
ま
で
段
階
的
に
戻
し
、

株
式
配
当
に
係
る
分
離
課
税
の

総
合
課
税
化
を
は
か
る
。
法
人

税
は
減
税
で
な
く
内
部
留
保
税

な
ど
の
増
税
や
、
政
策
減
税
の

見
直
し
を
は
か
る
な
ど
。
そ
れ

で
も
足
り
な
い
場
合
は
消
費
増

税
も
や
む
を
得
な
い
か
▼
日
本

の
抱
え
て
い
る
大
き
な
問
題

は
、
少
子
高
齢
化
と
財
政
危

機
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
で
あ

り
、老
後
の
不
安（
病
気
、介
護
、

年
金
）や
、子
育
て
の
不
安
か
ら

消
費
を
切
り
詰
め
る
傾
向
に
あ

る
。
社
会
保
障
に
雇
用
誘
発
効

果
、
経
済
効
果
が
大
き
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
る
。こ
の
際
、高

額
所
得
者
、資
産
家
、大
企
業
に

よ
り
多
く
の
負
担
を
お
願
い
し

て
社
会
保
障
を
充
実
し
、
将
来

に
対
す
る
不
安
を
取
り
除
き
、

消
費
者
が
安
心
し
て
消
費
に
ま

わ
し
て
経
済
成
長
に
つ
な
が
る

好
循
環
を
期
待
し
た
い
。（
彦
）

　
協
会
は
専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
を
5
月
14 

日
に
開
催
。

専
門
医
会
か
ら
12
人
、
協
会
か
ら
8
人
が
出
席
し
た
。
2
0

1
6
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
テ
ー
マ
に
、
協
会
か
ら
は
改
定

の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
、
各
専
門
医
会
か
ら

は
改
定
へ
の
評
価
と
改
善
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。

高
薬
価
薬
剤
の
増
加
に
懸
念

　
内
科
：
最
近
非
常
に
高
価
な

薬
剤
が
登
場
し
て
い
る
。
例
え

ば
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
場
合
、
1
年

間
の
薬
剤
費
は
1
兆
7
5
0
0

億
円
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
、

保
険
財
政
上
極
め
て
大
き
な
問

題
と
な
る
。
今
後
薬
価
を
ど
の

よ
う
に
決
定
し
て
い
く
の
が
良

い
か
は
非
常
に
悩
ま
し
い
。

　
胸
部
：
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
問
題

は
同
感
で
あ
る
。
改
定
で
は
、

喘
息
等
の
吸
入
療
法
で
使
用
す

る
ス
ペ
ー
サ
ー
が
、
一
部
保
険

で
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
し

専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

た
い
。
ま
た
、
C
O
P
D
に

つ
い
て
は
運
動
療
法
も
有
効
で

あ
り
、
今
後
の
保
険
適
用
を
希

望
す
る
。

　
小
児
科
：
ま
ず
診
療
内
容
向

上
会
の
協
会
事
業
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
お
聞
き
し
た
い
。
改

定
で
、
小
児
か
か
り
つ
け
診
療

料
が
突
然
出
て
き
た
と
い
う
印

象
。
患
者
の
囲
い
込
み
に
繋
が

る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
積
極
的

に
評
価
す
る
声
は
聞
か
な
い
。

　
外
科
：
夜
間
休
日
救
急
搬
送

医
学
管
理
料
が
平
日
夜
間
も
対

象
と
な
っ
た
こ
と
、
多
く
の
手

術
技
術
料
の
ア
ッ
プ
、
イ
レ
ウ

ス
用
ロ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
法

の
増
点
は
評
価
し
て
い
る
。
一

方
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
の
短
期
滞

在
手
術
等
基
本
料
3
の
点
数

（
3
歳
以
上
）の
引
き
下
げ
は
、

使
用
す
る
材
料
代
等
を
勘
案
す

る
と
納
得
し
が
た
い
。
ま
た
両

側
乳
が
ん
に
対
す
る
病
理
診
断

が
左
右
別
に
算
定
で
き
な
い
不

合
理
の
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

　
産
婦
人
科
：
帝
王
切
開
術
の

点
数
が
元
に
戻
っ
て
安
心
し
て

い
る
。
ま
た
、
分
娩
を
扱
わ
な

い
医
療
機
関
に
と
っ
て
は
初
・

再
診
料
が
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
分
娩
を
扱
っ
て
い
る
医
療

機
関
に
と
っ
て
も
、
分
娩
自
体

は
非
課
税
で
あ
り
消
費
増
税
と

な
る
と
損
税
が
大
き
く
な
る
。

是
非
次
回
改
定
で
は
初
・
再
診

料
の
増
点
を
望
む
。

　
眼
科
：
短
期
滞
在
手
術
等
基

本
料
3
の
水
晶
体
再
建
術
に
両

側
の
評
価
が
新
設
さ
れ
た
が
、

片
側
の
評
価
は
大
き
く
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
眼
科
診
療

に
は
機
械
が
必
須
だ
が
、
近
年

機
械
の
値
段
が
高
騰
し
て
お

り
、
診
療
報
酬
が
機
械
代
に
消

え
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
耳
鼻
咽
喉
科
：
内
視
鏡
の
鼻

中
隔
・
鼻
腔
の
手
術
が
新
設
さ

れ
た
が
、
む
し
ろ
点
数
は
下

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
処
置
は
大
変
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
評
価
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
今
回
の
改
定
の
主
要
項

目
で
あ
る
か
か
り
つ
け
医
は
ほ

ぼ
関
係
が
な
く
、
在
宅
も
十
分

な
診
療
の
で
き
る
体
制
が
な

い
。
そ
の
中
で
、
初
・
再
診
料

の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
れ
て
い
る
。

　
精
神
科
：
向
精
神
薬
の
適
切

な
処
方
促
進
と
し
て
、
今
回
、

新
た
に
抗
精
神
病
薬
ま
た
は
抗

う
つ
薬
の
3
種
類
以
上
の
投
与

に
関
し
て
通
院
・
在
宅
精
神
療

法
が
1
0
0
分
の
50
の
減
額
と

な
っ
た
。
十
分
な
議
論
な
し
に

精
神
科
医
療
の
基
本
報
酬
部
分

を
減
算
し
た
こ
と
は
、
そ
の
不

合
理
性
と
と
も
に
承
服
で
き
な

い
改
定
で
あ
る
。

　
消
化
器
：
そ
も
そ
も
の
内
視

鏡
の
点
数
が
低
く
、
が
ん
を
取

り
除
い
て
も
自
己
負
担
は
5
千

円
程
度
で
、
と
て
も
最
新
機
器

を
入
れ
ら
れ
る
状
況
に
は
な

い
。
薬
剤
総
合
評
価
調
整
管
理

料
が
で
き
た
が
、
6
種
類
以
下

に
な
れ
ば
処
方
せ
ん
料
も
上
が

る
の
に
、
そ
れ
に
加
え
て
管
理

料
を
取
る
こ
と
に
患
者
か
ら
理

解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

　
整
形
外
科
：
湿
布
の
投
与
制

限
は
問
題
で
は
あ
る
が
、
患
者

か
ら
の
要
望
は
際
限
が
な
い
こ

と
も
あ
り
、
致
し
方
な
い
部
分

も
あ
る
。
消
炎
鎮
痛
等
処
置
は

療
法
士
を
配
置
し
て
実
施
し
て

い
る
医
療
機
関
も
あ
り
、
せ

め
て
外
来
管
理
加
算
と
同
程

度
ま
で
増
点
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
形
成
外
科
：
皮
膚
レ
ー

ザ
ー
照
射
療
法
の
乳
幼
児
加

算
が
増
点
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
3

カ
月
を
一
連
と
し
て
算
定
す

る
こ
と
、
算
定
回
数
に
も
制

限
が
あ
る
こ
と
は
不
合
理
で

あ
り
再
考
を
求
め
た
い
。
現

状
で
は
大
半
の
医
療
施
設
が

3
カ
月
に
1
度
し
か
照
射
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
苺
状
血
管

腫
消
退
後
の
変
形
を
残
し
た

り
、
単
純
性
血
管
腫
の
完
全
消

失
の
機
会
を
失
す
る
結
果
に
繋

が
る
。
そ
の
他
、
唾
液
を
検
体

と
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

の
測
定
や
食
物
I
ｇ
G
検
査

の
保
険
収
載
を
希
望
す
る
。

　
循
環
器
：
内
服
薬
の
7
種
類

以
上
減
算
は
不
合
理
で
あ
る
。

循
環
器
以
外
の
疾
病
も
併
せ
て

管
理
し
て
い
る
た
め
に
多
剤
投

与
と
な
る
の
に
、
そ
の
方
が
点

数
が
低
く
な
る
こ
と
は
納
得
し

が
た
く
是
非
改
善
を
望
む
。

　
協
会
か
ら
は
、
高
薬
価
問
題

に
つ
い
て
市
場
拡
大
再
算
定
の

特
例
な
ど
高
薬
価
を
是
正
す
る

仕
組
み
自
体
は
あ
る
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
含
め
て
新
薬
の
保
護
を
求

め
る
外
圧
が
強
ま
っ
て
い
る
中

で
、
適
正
な
薬
価
を
設
定
す
る

ル
ー
ル
が
必
要
だ
と
回
答
し

た
。
診
療
内
容
向
上
会
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
事
業
で
あ
り
継

続
し
て
共
催
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
持
ち
方
に
つ
い
て
ご

要
望
が
あ
れ
ば
個
別
に
相
談
の

上
進
め
た
い
旨
お
伝
え
し
て
懇

談
会
を
終
了
し
た
。

初・再
診
料
引
き
上
げ
求
め
る
声
多
く

各
科
か
ら
続
々
と
改
善
要
望
出
る

　
西
京
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員
が

生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
6
年

6
月
20
日
（
月
）

　
▽
締
切
日
時
＝
6
月
24
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
4
人
、

予
備
代
議
員
5
人

　
▽
任
　
期
＝
17
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
の
公
示

西 

京
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主な内容

2
0
1
6

診
療
報
酬
改
定
こ
う
み
る
⑦�

（
2
面
）

骨
太
方
針
に「
偏
在
対
策
検
討
」�（
2
面
）

眼
科
向
上
会
レ
ポ
ー
ト�

（
3
面
）



　
政
府
は
6
月
2
日
、「
骨
太

方
針
2
0
1
6
」（
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0

1
6
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

「
1
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や
成

長
戦
略
（
日
本
再
興
戦
略
2
0

1
6
）、「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

も
同
時
に
決
定
。「
1
億
総
活

躍
」に
向
け
て
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
6
0

0
兆
円
」「
希
望
出
生
率
1
・

8
」「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
と
い

う
三
つ
の
目
標
も
掲
げ
た
。

　
前
日
に
安
倍
首
相
が
示
し
た

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

再
延
期
（
19
年
10
月
）
方
針
を

受
け
て
、「
2
0
2
0
年
度
の

基
礎
的
財
政
収
支
黒
字
化
の
財

政
健
全
化
目
標
を
堅
持
す
る
」

と
明
記
し
た
が
具
体
的
な
財
源

は
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
社

会
保
障
に
つ
い
て
は
、「
経
済・

財
政
再
生
計
画
」
に
掲
げ
た
患

者
負
担
増
計
画
な
ど
44
の
改
革

項
目
を
実
行
す
る
と
し
た
。

　
医
療
分
野
で
は
、
①
医
療
費

適
正
化
計
画
の
策
定
、
地
域
医

療
構
想
の
策
定
等
に
よ
る
取
り

組
み
推
進
②
医
療
費
の
増
加
要

因
や
地
域
差
の
さ
ら
な
る
分

析
、
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
を
連

結
し
た
分
析
③
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

の
強
化
④
健
康
づ
く
り
・
疾
病

診
療
科
偏
在
対
策
を
検
討
す

る
」
と
明
記
。
素
案
の
「
規
制

的
手
法
も
含
め
た
」
と
い
う
文

言
は
「
実
効
性
の
あ
る
」
に
修

正
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
①
で
は
、
医
療
費

の
地
域
差
の
半
減
に
向
け
、

「
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
病

床
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推

進
の
成
果
等
を
反
映
さ
せ
る
入

院
医
療
費
の
具
体
的
な
推
計
方

法
」
や
、「
医
療
費
適
正
化
の

取
り
組
み
と
効
果
に
関
す
る
分

析
を
踏
ま
え
た
入
院
外
医
療
費

の
具
体
的
な
推
計
方
法
」、「
医

療
費
適
正
化
の
具
体
的
な
取
り
　「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
で

は
、
在
宅
で
の
看
取
り
の
規
制

見
直
し
や
診
療
報
酬
の
審
査
の

効
率
化
と
統
一
性
の
確
保
な
ど

を
重
点
事
項
に
掲
げ
た
。

　
在
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て

は
、
受
診
後
24
時
間
を
経
過
し

て
も
、
一
定
要
件
を
満
た
す
場

合
、
医
師
が
対
面
で
死
後
診
察

に
よ
ら
ず
死
亡
診
断
を
行
い
、

死
亡
診
断
書
を
交
付
で
き
る
よ

う
に
規
制
を
見
直
す
。
16
年
度

に
検
討
を
開
始
し
、
17
年
度
に

結
論
を
得
て
措
置
を
講
じ
る
と

し
た
。

　
診
療
報
酬
の
審
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
支
払
基
金
を
前
提

と
し
た
組
織
・
体
制
の
見
直
し

で
は
な
く
、
診
療
報
酬
の
審
査

の
あ
り
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
し
、
検
討
組
織
を
設
置
し
16

年
内
に
結
論
を
得
る
。
審
査
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
最
大
限
活
用
と
業

務
の
効
率
化
等
の
た
め
に
、
医

師
の
関
与
の
下
で
全
国
統
一
の

判
断
基
準
を
作
成
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を

可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討

し
16
年
内
に
結
論
を
得
る
と
し

た
。

　
前
回
改
定
に
引
き
続
き
、
児

童
思
春
期
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
厚
く
し
、
児
童
思
春
期
精
神

科
専
門
管
理
加
算
と
し
て
新
設

し
た
。
こ
の
加
算
を
評
価
し
つ

つ
も
算
定
で
き
る
医
療
機
関
の

施
設
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

く
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
の
は

児
童
思
春
期
外
来
に
特
化
し
た

医
療
機
関
し
か
な
い
。
社
会
的

ニ
ー
ズ
か
ら
児
童
思
春
期
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
診
療
所
、
病

院
も
増
え
て
お
り
、
今
後
は
施

設
要
件
の
緩
和
、
あ
る
い
は
そ

の
基
準
の
抜
本
的
見
直
し
が
求

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
う
つ
病
に
限
っ
て
認

知
療
法
・
認
知
行
動
療
法
が
算

定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
改
定
で

強
迫
性
障
害
、
社
交
不
安
障

害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
も
そ
の
対

象
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ
の
治
療
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
厳
密
に
実
施
さ
れ
た

場
合
の
み
の
算
定
で
あ
る
。
ま

た
、
う
つ
病
な
ど
の
気
分
障
害

に
対
し
て
は
、
要
件
を
み
た
す

医
師
と
看
護
師
が
共
同
で
行
う

場
合
も
算
定
で
き
る
と
さ
れ

た
。
こ
の
際
の
認
知
療
法
・
認

知
行
動
療
法
に
つ
い
て
は
施
設

基
準
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
要
件

は
厳
し
く
、
現
実
的
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
着

実
に
精
神
医
療
の
中
で
技
術
と

し
て
の
認
知
療
法
・
認
知
行
動

療
法
の
評
価
と
傾
斜
が
見
て
取

れ
る
改
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
定
で
精
神
科
医
が

料
が
減
算
定
の
対
象
だ
っ
た

が
、
今
回
は
こ
れ
に
加
え
て
精

神
科
医
療
の
根
幹
で
あ
る
通

院
・
在
宅
精
神
療
法
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
の
精
神
科
診
療
所
、
病
院
外

来
な
ど
は
そ
の
除
外
要
件
を
満

た
し
、
実
質
的
な
影
響
は
避
け

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
問
題
の
所
在
は
薬
物

と
は
無
関
係
で
あ
る
は
ず
の
在

宅
・
通
院
精
神
療
法
を
減
算
定

す
る
と
い
う
強
引
な
改
定
手
法

に
あ
る
。
向
精
神
薬
の
投
与
な

く
在
宅
・
通
院
精
神
療
法
を
施

行
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
精
神
療
法

の
ひ
と
つ
で
あ
る
認
知
療
法
・

認
知
行
動
療
法
は
対
象
外
で
あ

る
こ
と
は
ど
う
な
の
か
。
今
回

の
よ
う
な
権け

ん
柄ぺ

い
尽ず

く
な
方
策
が

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
よ
う
に
常
套
化

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
強
い
懸
念

を
覚
え
る
改
定
で
あ
る
。

　
今
改
定
で
は
皮
膚
科
領
域
で

は
大
き
な
改
正
は
な
か
っ
た
た

め
、
今
回
据
え
置
き
と
な
っ
た

皮
膚
科
軟
膏
処
置
の
審
査
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
た
。

　
皮
膚
科
軟
膏
処
置
と
は
実
際

に
患
者
に
薬
剤
の
説
明
、
塗
布

の
方
法
な
ど
指
導
に
対
す
る
対

価
と
し
て
算
定
す
る
が
、
部
位

の
記
載
漏
れ
で
減
点
の
対
象
に

な
る
こ
と
が
多
い
。

　
例
え
ば
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
よ
う
な
全
身
が
対
象
と
な
る

場
合
、
皮
膚
科
軟
膏
処
置
は
ど

の
範
囲
で
算
定
す
る
の
か
は
実

際
に
塗
布
し
た
範
囲
や
使
用
薬

剤
の
量
で
算
定
す
る
。

　
審
査
の
側
か
ら
み
る
と
こ
の

よ
う
な
部
位
の
記
載
が
な
い
、

ま
た
は
全
身
と
推
測
で
き
る
場

合
は
査
定
対
象
と
し
、
減
点
も

し
く
は
不
必
要
と
判
断
す
る
の

は
理
解
で
き
る
。

　
で
は
、
減
点
を
回
避
す
る
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
え
た
時
、
先
に
書
い
た
記
載

漏
れ
を
な
く
す
こ
と
で
解
決
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
レ
セ
プ
ト
を
作
成
す
る
際
に

実
際
に
塗
布
し
た
部
位
を
記
載

す
る
。
こ
の
手
間
に
よ
っ
て
減

点
さ
れ
る
件
数
が
変
わ
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
る
。
今
回
、
据
え

置
き
と
な
っ
て
収
益
増
が
見
込

ま
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
せ

め
て
減
点
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

一
様
に
驚
い
た
の
は
、
抗
精
神

病
薬
3
種
類
以
上
ま
た
は
抗
う

つ
薬
3
種
類
以
上
処
方
さ
れ
て

い
る
場
合
の
通
院
・
在
宅
精
神

療
法
の
減
算
定
だ
ろ
う
。
前
回

改
定
で
は
多
剤
投
与
で
処
方

料
・
処
方
せ
ん
料
、
薬
剤
料
、

精
神
科
継
続
外
来
支
援
・
指
導

組
み
内
容
」
を
16
年
夏
頃
ま
で

に
示
す
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
医
療
費
適
正
化
計

画
で
は
、
後
発
医
薬
品
の
使
用

割
合
80
％
以
上
に
向
け
た
使
用

促
進
策
を
記
載
す
る
と
と
も

に
、「
重
複
投
薬
の
是
正
に
関
す

る
目
標
」「
た
ば
こ
対
策
に
関

す
る
目
標
」「
予
防
接
種
の
普

及
啓
発
施
策
の
目
標
」を
設
定
。

　
医
薬
品
の
適
正
使
用
の
た

め
、「
複
数
種
類
の
医
薬
品
処

方
の
適
正
化
の
取
り
組
み
」
を

実
施
。
費
用
対
効
果
評
価
の
導

入
と
併
せ
て
革
新
的
医
薬
品
等

の
使
用
の
最
適
化
推
進
を
図

り
、「
生
活
習
慣
病
治
療
薬
等

の
処
方
の
あ
り
方
」
な
ど
を
16

年
度
か
ら
検
討
し
て
17
年
度
中

に
結
論
を
得
る
。
ま
た
、
介
護

療
養
病
床
等
の
効
率
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
へ
の
転
換
は
、

16
年
末
ま
で
に
結
論
を
得
る
。

　
②
で
は
、
医
療
費
の
増
加
要

因
や
診
療
行
為
の
地
域
差
な
ど

の
分
析
を
進
め
、
医
療
保
険
者

に
よ
る
レ
セ
プ
ト
等
分
析
に
よ

る
医
療
の
実
態
把
握
等
を
行

い
、
質
の
改
善
に
つ
な
が
る
仕

組
み
を
検
討
。

①各医療機関の個別学習
　開催日時やレッスンの時間・回数は個別
に応じます。費用は１クール１万円（テキ
スト10冊分）。場所は、協会事務所。

② テキスト
「事例で見る医療安全対策の
心得」第Ⅱ章の完全マスター

　患者対応法のマスターを目指します。
レッスンでは、自院で実際に発生した事例
を基に、テキストにそって分析するなど、
受講者の希望にそった内容を含めます。

まずはお電話を！☎075‒212‒8877

会員限定
！ 個別に対応します

医療安全担当者スクール

予
防
・
重
症
化
予
防
等
の
取
り

組
み
推
進
⑤
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
の
あ
り
方
―
の

5
項
目
を
打
ち
出
し
た
。

　
医
療
従
事
者
の
需
給
見
通

し
、
地
域
偏
在
対
策
に
つ
い
て

16
年
内
に
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
特
に
医
師
に
つ
い
て
は
、

「
実
効
性
の
あ
る
地
域
偏
在
・

　
下
京
東
部
・
乙
訓
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は
定
数

以
内
で
し
た
の
で
、
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、
無
投
票
当

選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0
1
7

年
4
月
30
日
ま
で
。

下
京
東
部

代
　
議
　
員
：
小
畑 

寛
純
、
熱
田 

晴
彦

　
　
　
　
　
　
筏 

さ
や
か

予
備
代
議
員
：
中
西 

重
雄
、
木
谷 

輝
夫

乙
　
訓

代
　
議
　
員
： 

稲
田 

安
昭
、
下
尾 

和
敏

　
　
　
　
　
　
斎
ノ
内 

良
平
、
鈴
木 

博
雄

予
備
代
議
員
：
小
原 

尚
之
、
菅
田 

信
之

　
　
　
　
　
　
大
林 

和
彦
、
繁
本 

俊
哉

 

（
敬
称
略
）

代
議
員
・
予
備
代
議
員

 

補
選
結
果
の
報
告

下
京
東
部

乙
　
訓

新
設
加
算
評
価
し
つ
つ
も
ハ
ー
ド
ル
高
し

皮
膚
科
軟
膏
処
置
の
減
点
に
注
意
を

精
神
科 
京
都
精
神
科
医
会
会
長
　
中
嶋 

章
作

皮
膚
科 

経
営
部
会
理
事
　
山
田 

一
雄

医
師
の
偏
在
対
策
検
討
を
明
記

 

「
規
制
的
手
法
」 
は
書
き
込
ま
ず

　本紙2964号より熊本地震をはじめとする災害への救援募金を
呼びかけたところ、６月13日時点で23件、総額487,680円が集
まりました。ご協力いただいた会員諸氏にこの場を借りて厚く御
礼申し上げます。
　集まった募金は、６月末に日本赤十字社の「平成28年熊本地震
災害義援金」へ送金する予定です。協会は継続して募金を呼びか
けていますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いします。

熊本県を中心とした一連の災害に
対する救援募金へのご協力を

ありがとうございました

骨太方針

看
取
り
や
審
査
で
規
制
改
革

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 6 月 2 0 日第 2 9 6 8 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行

診療報酬診療報酬診療報酬
2016

改定こうみる 7

患
者
署
名
に
ご
協
力
を
!

本
紙
2
9
6
1
号
で

署
名
用
紙
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
! !
患
者
負
担
増

最終回



　
4
月
16
日
、
協
会
は
、
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に

て
眼
科
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
府
眼
科
医
会
と
の
共
催
で

開
催
し
た
。
京
都
府
眼
科
医
会
保
険
医
療
委
員
会
委
員
長
の

松
本
康
宏
氏
に
よ
る
「
新
点
数
の
留
意
事
項
と
最
近
の
審
査

事
情
」
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
参
加
は
84
人
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
、
次
に
そ
の

他
の
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
16
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
よ

　
京
都
市
は
1
9
8
7
年
に
新

十
条
通
の
都
市
計
画
を
発
表
し

て
い
ま
し
た
が
、
93
年
に
油
小

路
線
・
久
世
橋
線
・
堀
川
線
・

西
大
路
線
の
計
画
を
決
定
し
ま

し
た
。
稲
荷
山
ト
ン
ネ
ル
で
山

科
と
十
条
通
を
、
油
小
路
線
で

伏
見
経
由
・
京
阪
道
路
を
結

び
、
現
久
世
橋
線
の
道
路
幅
を

50
ｍ
に
拡
張
し
、
そ
の
上
に
幅

25
ｍ
の
高
架
道
路
を
建
設
し
、

久
世
の
現
イ
オ
ン
モ
ー
ル
桂
川

の
道
路
に
接
続
。
久
世
橋
線
か

ら
、
京
都
市
内
へ
行
き
は
西
大

路
線
で
、
帰
り
は
堀
川
線
で
結

び
、
い
ず
れ
も
地
下
道
で
五
条

通
に
出
入
り
口
を
つ
く
る
と

い
っ
た
計
画
で
す
。
油
小
路
通

の
住
民
や
商
店
の
多
く
の
人
た

ち
が
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
計
画
で
道
路
や
自

動
車
公
害
で
悩
ま
さ
れ
る
恐
れ

の
あ
る
住
民
や
市
民
団
体
が
、

計
画
反
対
に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の

が
、〝
京
の
道
と
交
通
を
考
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞（
代
表
：
故

足
立
明
唐
橋
診
療
所
長
）
で
し

た
。
道
路
が
増
え
れ
ば
ク
ル
マ

が
増
え
る
、
こ
れ
以
上
大
気
汚

染
が
進
ん
で
は
な
ら
な
い
と
、

1
9
9
2
年
6
月
か
ら
始
め
た

下
西
医
師
会
有
志
（
代
表
：
故

足
立
明
、
飯
田
哲
夫
、
宇
都
宮

久
清
、
故
谷
田
悟
郎
各
医
師
と

筆
者
）
に
よ
る
五
条
、
九
条
、

十
条
通
、
下
西
地
区
の
小
中
学

校
の
Ｎ
Ｏ
2
カ
プ
セ
ル
で
の
大

気
汚
染
調
査
に
も
熱
が
入
り
ま

し
た
。

　
事
業
主
体
の
阪
神
高
速
道
路

公
団
の
失
業
対
策
事
業
と
揶
揄

さ
れ
な
が
ら
、
1
9
9
5
年
3

月
に
新
十
条
通
を
着
工
し
た
も

の
の
、
住
民
の
反
対
で
山
科
ト

ン
ネ
ル
発
削
は
3
年
間
工
事
中

止
の
末
、
7
年
か
け
て
08
年
に

完
成
。
さ
ら
に
斜
め
久
世
橋
区

間
で
油
小
路
線
と
接
続
さ
せ
る

こ
と
で
、
伏
見
区
を
経
由
し
て

山
科
と
京
阪
国
道
に
つ
な
が
る

油
小
路
線
が
、
阪
神
高
速
8
号

線
京
都
線
と
し
て
11
年
3
月
に

2
路
線
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
2
9
0
0
億
円
、
京

都
市
負
担
7
1
6
億
円
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
に
と
っ

て
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
16
年
5
月
25

日
、
京
都
市
の
門
川
市
長
は
、

残
る
3
路
線
に
つ
い
て
は
交
通

情
勢
の
変
化
や
財
源
の
確
保
が

で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
計

画
の
中
止
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
住

民
や
市
民
団
体
の
反
対
を
押
し

切
り
、
京
都
高
速
道
路
2
路
線

は
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

反
対
運
動
の
先
頭
に
立
た
れ
た

多
く
の
方
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　
運
動
の
後
ろ
を
歩
い
て
い
た

小
生
に
も
、
京
都
高
速
道
路
残

り
3
路
線
の
中
止
の
報
に
接

し
、
や
っ
と
報
わ
れ
た
な
と
い

う
感
慨
、
そ
の
10
日
後
に
同
年

齢
の
反
戦
・
人
種
差
別
反
対
の

雄
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
リ
氏
の
訃

報
を
聞
い
て
、
自
分
の
青
年
・

壮
年
期
の
時
代
が
終
わ
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。

り
、
特
定
機
能
病
院
あ
る

い
は
地
域
医
療
支
援
病
院

へ
紹
介
状
な
し
で
受
診
す

る
場
合
、
保
険
外
併
用
療

養
費
と
し
て
初
診
5
0
0

0
円
以
上
、
再
診
2
5
0

0
円
以
上
が
必
要
と
な

る
。
再
診
2
5
0
0
円
と
い
う

の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ

る
。
病
状
が
安
定
し
た
な
ら
紹

介
先
の
病
院
か
ら
紹
介
元
の
診

療
所
へ
文
書
で
も
っ
て
紹
介
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
患

者
が
紹
介
状
な
し
で
紹
介
先
の

病
院
を
再
度
受
診
し
た
場
合
、

再
診
の
期
間
で
あ
っ
て
も
2
5

0
0
円
以
上
が
必
要
と
な
る
。

患
者
が
こ
の
認
識
な
く
病
院
を

受
診
し
た
折
に
は
2
5
0
0
円

の
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
悶
着
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
病
院
の
医
師
も
診
療
所
の

医
師
も
患
者
側
に
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
充
分
説
明
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
診
療
所
の
医
師

は
、「
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は

紹
介
状
を
書
き
ま
す
よ
」
と
あ

ら
か
じ
め
説
明
し
て
お
く
の
が

良
い
だ
ろ
う
。

　
屈
折
検
査
が
「
1
、
6
歳
未

満
」
と
「
2
、
1
以
外
」
に
分

け
ら
れ
た
。
弱
視
あ
る
い
は
不

同
視
が
疑
わ
れ
る
と
き
に
は
3

カ
月
に
1
回
、「
1
」
の
屈
折

検
査
と
矯
正
視
力
を
同
時
算
定

で
き
る
。
こ
の
場
合
調
節
マ
ヒ

剤
を
使
用
し
た
な
ら
ば
、
使
用

前
と
後
の
2
回
分
の
屈
折
が
算

定
で
き
る
。

　
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料

が
施
設
基
準
に
よ
り
1
か
ら
4

に
分
け
ら
れ
た
。
1
〜
3
は
施

設
基
準
の
再
提
出
が
必
要
で
、

1
と
3
は
来
年
3
月
末
が
届
出

期
限
で
あ
る
。
眼
科
医
会
は
そ

れ
に
関
し
て
会
報
や
Ｍ
Ｌ
で
新

し
い
情
報
を
伝
え
る
予
定
で
あ

る
。

　
薬
剤
を
長
期
投
与
（
30
日
以

上
）
す
る
に
は
病
状
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
場
合
で
も
、
病
状
が
変
化

し
た
と
き
に
医
療
機
関
へ
連
絡

す
る
方
法
を
患
者
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
他
の
問
題
で
は
、
硝
子

体
混
濁
、
後
部
硝
子
体
剥
離
、

硝
子
体
出
血
な
ど
の
単
独
病
名

　
協
会
は
、
山
口
稔
税
理
士
を

講
師
に
迎
え
、
5
月
26
日
に

「
税
務
記
帳
講
習
会
」
を
開
催

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
所
得
税
と
は
、

そ
の
年
の
1
月
1
日
〜
12
月
31

日
の
1
年
間
に
得
た
所
得
に
対

し
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
、
利

子
・
配
当
・
不
動
産
・
事
業
・

つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
有
利
と

な
る
か
、
実
額
経
費
を
計
算
し

て
判
断
す
べ
き
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
な
お
、
2
0
1
4
年
1
月
よ

り
白
色
申
告
者
に
も
記
帳
は
義

務
化
さ
れ
て
い
る
。
協
会
で

は
、
簡
易
な
記
帳
書
類
と
し
て

「
窓
口
収
入
（
現
金
）
日
計

ノ
ー
ト
」「
出
入
伝
票
」
の
使

用
を
推
奨
し
て
い
る
の
で
、
是

非
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

金
銭
出
納
帳
な
ど
記
帳
練
習
も

税
務
記
帳
講
習
会
開
く

で
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｔ
検
査
の
算
定
は

不
可
で
あ
る
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
な

ど
そ
の
他
の
病
名
が
あ
れ
ば
可

で
あ
る
。

　
ヘ
ル
ペ
ス
（
Ｈ
Ｓ
Ｖ
）
に
よ

る
眼
瞼
皮
膚
病
変
に
対
す
る
抗

ヘ
ル
ペ
ス
剤
内
服
（
バ
ル
ト

レ
ッ
ク
ス
錠
5
0
0
）
の
投
与

量
お
よ
び
日
数
は
2
錠
×
5
日

で
、
Ｖ
Ｚ
Ｖ
に
よ
る
そ
れ
は
6

錠
×
7
日
と
な
る
。
角
膜
病
変

や
眼
内
病
変
に
対
し
て
は
同
内

服
の
投
与
期
間
に
制
限
は
な
い

が
、
初
回
投
与
量
お
よ
び
日
数

は
前
述
以
内
に
し
て
お
き
、
再

診
時
に
追
加
投
与
す
る
の
が
望

ま
し
い
。

　
難
病
外
来
指
導
管
理
料
は
、

療
養
上
の
指
導
を
行
っ
た
場
合

に
算
定
で
き
る
。
そ
の
内
容
の

要
点
を
診
療
録
に
記
載
す
る
必

要
が
あ
る
。
眼
科
領
域
で
は
、

主
に
網
膜
色
素
変
性
症
、
サ
ル

コ
イ
ド
ー
シ
ス
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ

ト
病
が
あ
て
は
ま
る
。

　
病
名
記
載
の
日
付
と
検
査
、

投
薬
の
日
付
に
は
、
月
単
位
で

は
な
く
日
単
位
の
整
合
性
が
必

要
で
あ
る
。

 

（
西
陣
・
辻
　
俊
明
）

給
与
・
退
職
・
山
林
・
譲
渡
・

一
時
・
雑
の
10
種
類
の
所
得
か

ら
な
る
と
、
仕
組
み
に
つ
い
て

解
説
。

　
記
帳
は
、
確
定
申
告
に
お
い

て
医
院
の
事
業
所
得
を
把
握
す

る
上
で
必
要
と
な
る
「
青
色
申

告
決
算
書
」
や
「
収
支
内
訳

書
」
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
医
業
に
関
係

す
る
現
金
の
収
支
を
家
計
用
と

は
区
分
し
て
正
し
く
記
帳
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
し

た
。

　
続
い
て
、
そ
の
基
礎
資
料
と

な
る
金
銭
出
納
帳
、
銀
行
帳
の

記
載
方
法
を
講
習
し
、
相
手
先

や
内
容
を
で
き
る
だ
け
分
か
り

易
く
記
入
す
る
こ
と
、
納
品
書

や
請
求
書
、
領
収
書
等
は
整
理

し
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
、
実
際
に
記
帳
練
習
も

行
っ
た
。

　
ま
た
、
勘
定
科
目
の
内
容
と

仕
分
け
、
棚
卸
の
重
要
性
、
決

算
月
を
ま
た
ぐ
薬
品
代
の
計
上

方
法
や
、
2
カ
月
遅
れ
で
振
り

込
ま
れ
る
社
会
保
険
診
療
報

酬
、
未
収
金
の
計
上
方
法
な
ど

も
解
説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
青
色
申
告
は
専
従

　
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
は

医
療
事
故
調
査
制
度
の
5
月
状

況
を
6
月
10
日
に
公
表
し
た
。

　
5
月
の
医
療
事
故
報
告
受
付

件
数
は
30
件
（
診
療
所
3
件
、

病
院
27
件
）
で
、
診
療
科
別
の

主
な
内
訳
は
、
外
科
7
件
、
内

科
・
消
化
器
科
・
循
環
器
内
科

各
3
件
で
あ
っ
た
。
累
計
件
数

は
2
5
1
件
（
診
療
所
23
件
、

病
院
2
2
8
件
）
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
11
月
に
報
告
の
あ
っ

た
母
体
と
そ
の
胎
児
の
死
亡
に

つ
い
て
、
児
が
未
娩
出
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
1
事
例
と
し
て

集
計
し
直
し
た
た
め
27
件
を
26

件
に
修
正
し
た
。

　
相
談
件
数
は
1
0
9
件
（
累

計
1
2
5
0
件
）
で
、
内
容
に

よ
る
集
計
で
は
1
2
7
件
（
複

数
計
上
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

訳
は
、「
医
療
事
故
報
告
の
判

断
」
に
関
す
る
相
談
が
25
件

（
19
・
7
％
）、「
手
続
き
」
に

関
す
る
相
談
が
39
件
（
30
・
7

％
）、「
院
内
調
査
」
に
関
す
る

相
談
が
25
件
（
19
・
7
％
）、

「
セ
ン
タ
ー
調
査
」
に
関
す
る

相
談
が
5
件（
3
・
9
％
）、
そ

の
他
33
件
（
26
・
0
％
）
で

あ
っ
た
。

　
院
内
調
査
結
果
報
告
が
13
件

行
わ
れ
、
累
計
78
件
と
な
っ

た
。　

　
5
月
は
セ
ン
タ
ー
調
査
依
頼

が
な
か
っ
た
（
累
計
は
2
件
の

ま
ま
）。

者
給
与
が
必
要
経
費
に
算
入
で

き
、
所
得
を
分
散
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
相
続
対
策
に
も

な
る
と
説
明
。
申
告
を
白
色
に

す
る
か
青
色
に
す
る
か
、
措
置

法
26
条
（
社
会
保
険
診
療
報
酬

が
5
0
0
0
万
円
以
下
で
あ

り
、
か
つ
、
医
業
に
係
る
総
収

入
金
額
が
7
0
0
0
万
円
以
下

の
場
合
に
適
用
で
き
、
概
算
経

費
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金

額
を
実
額
計
算
に
代
え
て
必
要

経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
可

能
）
を
取
る
か
否
か
の
選
択
に

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め

紹
介
状
な
し
受
診
の
仕
組
み
理
解
を

眼
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

「
京
都
市
高
速
中
止
を
表
明
」 を
読
ん
で

 

山
本 

昭
郎
（
下
西
）

講師の松本氏

医
療
事
故
報
告
件
数
5
月
の
結
果

開
始
か
ら
月
平
均
30
件
で
推
移

　医療団体である協会だからこそ、ご案内できる
医療機関検索サイト「クリニックナビ京都」を立
ち上げます。患者さんには府内医療機関の診療日
や時間などの正確な情報提供を、会員の先生方に
は集患の一助にと考えています。
　本紙2964号にて、院長先生対象のアンケート
用紙を同封し、会員各位にお届けしていますが、
まだ未回答でアンケート用紙がお手元にない場合
は、協会事務局までご連絡下さい。折り返し、ア
ンケート用紙をお送りさせていただきます。

「クリニックナビ京都」 の
アンケートにご協力を！

会員
限定!
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協
会
は
、
4
月
13
日
、
14
日
の
2
日
に
わ
た
り
「
新
し
く
医
療
機
関
に
勤
め
ら
れ
た
方
の
研

修
会
」
を
開
催
。
有
限
会
社
ア
ミ
ス
の
協
賛
で
、
の
べ
41
人
が
参
加
し
た
。
1
日
目
は
、
元
日

本
航
空
客
室
乗
務
員
の
茂
木
治
子
氏
を
講
師
に
、
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
を
講
習
し
た
。
ま
た
2
日

目
は
、
医
療
安
全
対
策
部
会
・
林
一
資
副
理
事
長
よ
り
「
医
事
紛
争
か
ら
見
た
医
療
従
事
者
と

し
て
の
心
構
え
」
を
、
保
険
部
会
・
種
田
征
四
郎
理
事
よ
り
「
知
っ
て
お
き
た
い
保
険
基
礎
知

識（
請
求
留
意
事
項
）」に
つ
い
て
解
説
し
た
。以
下
、接
遇
マ
ナ
ー
研
修
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
接
遇
研
修
を
受

け
、
相
手
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
「
受
容
」。
相
手
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
姿
勢「
共
感
」。

相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く

「
傾
聴
」
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

シ
ュ
ー
・
バ
ド
医
学
博
士
の

「『
思
い
』
は
言
葉
に
あ
ら
わ

れ
、
言
葉
は
『
身
体
』
に
影
響

を
与
え
、『
あ
な
た
自
身
』
を

を
持
っ
て
）と
、誰
に
対
し
て
も

日
常
の
た
し
な
み
か
ら
、
自
分

を
正
し「
慎
独
」（
独
り
を
慎
む
）

を
何
よ
り
の
手
だ
て
と
す
る
よ

う
に
と
の
教
え
で
す
。
中
江
藤

樹
は
江
戸
時
代
に
村
人
に
教
え

を
説
い
た
人
で
す
が
、
現
代
に

も
通
ず
る「
接
遇
」だ
と
感
じ
ま

し
た
。
今
一
度
振
り
返
り
、
患

者
さ
ん
や
職
員
の
皆
様
に
こ
の

「
受
容
」「
共
感
」「
傾
聴
」の

姿
勢
で
信
頼
を
得
る

聚
楽
う
し
じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク 

木
村 

禎
子
（
中
京
西
部
）

様
に
接
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
初
め
に

「
参
加
型
で
、
ま
ず
お
隣
さ
ん

同
士
、
握
手
を
し
て
自
己
紹
介

を
し
て
下
さ
い
」。
次
に
「
4

人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
下
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
何

を
す
る
の
か
、
辺
り
の
人
は
ど

ん
な
人
な
の
だ
ろ
う
か
と
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
が
、
時
間
が
足

り
な
い
ほ
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
取
れ
ま
し
た
。
気
が

付
く
と
不
安
や
緊
張
も
ほ
ぐ

れ
、
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
他
に
茂
木
先
生
は
、
ご
自
身

の
体
験
談
で
下
山
途
中
に
怪
我

を
さ
れ
た
際
の
「
心
の
こ
も
っ

て
い
な
い
対
応
」「
病
院
に

行
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
対

応
」
な
ど
を
、
お
も
し
ろ
お
か

し
く
、
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
辛
い
の

に
病
院
に
行
っ
て
傷
付
い
た
り

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
な
ん
て
本

当
に
辛
い
話
で
す
。

　
私
も
医
療
の
現
場
で
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
今
一
度
深
く
振
り

返
り「
受
容
」「
共
感
」「
傾
聴
」の

姿
勢
で
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
茂
木
先
生

が
「『
兆
』
に
『
し
ん
に
ょ
う
』

を
付
け
て
『
逃
げ
る
』
の
で
は

な
く
『
て
へ
ん
』
を
付
け
て
何

事
に
も
『
挑
戦
』
し
て
い
く
心

構
え
を
持
と
う
！
」
と
お
っ

形
作
る
」
の
言
葉
は
、
医
療
現

場
だ
け
で
な
く
、
対
人
関
係
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
秘
訣
と

い
い
ま
す
か
、
は
っ
と
気
付
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
我
が
子
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ

た
頃
、近
江
聖
人
、中
江
藤
樹
の

「
五
事
を
正
す
」
こ
と
を
よ
く

言
っ
て
聞
か
せ
た
も
の
で
す
。

五
事
と
は
、「
貌ぼ

う

言げ
ん

視し

聴ち
ょ
う

思し

」

で
す
。
貌
（
優
し
い
表
情
）、

言
（
優
し
い
言
葉
）、
視
（
優

し
い
眼
差
）、
聴
（
相
手
に
よ

り
添
っ
て
）、
思
（
思
い
や
り

〝
挑
戦
〞し
て
い
く
心
構
え
を

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
開
く

動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、
弁
膜

症
、
心
不
全
な
ど
の
病
態
を
ス

ラ
イ
ド
で
詳
細
に
解
説
。
治
療

法
と
し
て
、
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
る
風
船
・
ス
テ
ン
ト
治

療
、
バ
イ
パ
ス
手
術
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　
ま
た
、
右
京
区
在
住
で
1
0

0
ｍ
走
や
砲
丸
投
げ
の
高
年
齢

記
録
保
持
者
と
し
て
ギ
ネ
ス
認

定
さ
れ
て
い
る
1
0
5
歳
の
方

の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
を
紹

介
。
と
て
も
高
齢
と
は
思
え
な

い
日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
動
画

で
紹
介
し
、
無
理
せ
ず
鍛
錬
を

継
続
す
る
姿
に
、
出
席
者
一
同

が
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　
最
後
に
、
吉
中
理
事
は
喫
煙

や
肥
満
、
運
動
不
足
が
疾
病
の

リ
ス
ク
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

引
き
金
と
な
る
因
子
は
過
度
の

疲
労
や
睡
眠
不
足
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
日
常
生
活
、
特
に
仕
事
に

か
か
わ
る
も
の
だ
と
述
べ
、
生

活
習
慣
病
も
就
労
環
境
と
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
と
し
た
。

心
と
体
を
健
康
に
保
つ
た
め
に

は
、「
し
な
や
か
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
と
話
し
、
歳
を
重
ね

て
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
日

常
生
活
で
改
善
で
き
る
も
の
は

改
善
し
て
い
こ
う
と
締
め
く

く
っ
た
。

　
次
回
は
、
7
月
7
日
（
木
）

「
乳
幼
児
〜
小
児
の
皮
膚
疾
患

や
皮
膚
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

で
、
山
田
一
雄
理
事
に
講
師
を

務
め
て
い
た
だ
く
。
中
途
入
学

や
単
月
（
1
回
1
0
0
0
円
）

で
の
参
加
も
可
能
な
の
で
患
者

さ
ん
に
ぜ
ひ
お
勧
め
い
た
だ
き

た
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会

事
務
局
ま
で
。

２
０
１
６   

高
齢
者
大
学

②

　
京
都
高
齢
者
大
学
健
康
講
座

の
第
2
講
は
、
協
会
の
吉
中
丈

志
理
事
が
講
師
を
務
め
た
。

テ
ー
マ
は
「
百
歳
の
心
臓
・
血

管
の
話
」
で
、
出
席
は
28
人
と

な
っ
た
。

　
吉
中
理
事
は
、
心
臓
の
働
き

と
循
環
器
系
の
仕
組
み
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
、
高

血
圧
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、

講
師
の
吉
中
理
事

　
一
般
社
団
法
人
日
本
専
門
医

機
構
（
池
田
康
夫
理
事
長
）
が

6
月
9
日
、
2
0
1
7
年
度
か

ら
の 「
新
専
門
医
制
度
」
は
、

機
構
認
定
で
は
な
く
「
学
会
認

定
」
と
す
る
方
針
を
固
め
た
。

同
日
に
は
社
会
保
障
審
議
会
医

療
部
会
（
永
井
良
三
座
長
）
も

開
催
さ
れ
、
制
度
実
施
の
「
延

期
」
の
決
定
は
せ
ず
、「
機
構

や
学
会
の
検
討
や
対
応
を
見
守

る
」
と
し
て
い
た
。

　
新
し
い
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
い
る
か
、
従
来
通
り
の

形
で
専
門
医
養
成
を
行
う
か
、

専
門
委
員
会
」（
以
下
・
専
門

委
員
会
）
第
3
回
会
議
が
開
催

さ
れ
、
厚
労
省
は
「
新
専
門
医

制
度
」
を
2
0
1
7
年
度
か

ら
「
試
行
」
の
形
で
実
施
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
18
年

度
以
降
の
在
り
方
は
今
後
専
門

委
員
会
で
議
論
す
る
と
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
作
成
の
ペ
ー
パ
ー

「
平
成
29
年
度
に
お
け
る
専
門

医
養
成
に
向
け
た
関
係
者
の
役

割
（
案
）」
は
、「
試
行
」
に
向

け
た
「
専
門
委
員
会
」「
各
都

道
府
県
の
協
議
会
」「
各
領
域

別
研
修
委
員
会
・
学
会
」「
日

が
協
力
」
し
て
取
り
組
み
を
進

め
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
6
月
9
日
の
医
療
部
会

で
永
井
氏
は
こ
の
大
臣
談
話
を

引
き
、「
あ
く
ま
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
で
実

施
す
べ
き
」
と
、
医
療
部
会
が

立
ち
入
っ
て
延
期
を
明
言
す
る

こ
と
を
避
け
た
形
で
あ
る
。

混
乱
の
し
わ
よ
せ
は

若
い
医
師
た
ち
に
　

　
「
新
専
門
医
制
度
」
の
全
面

実
施
の
可
能
性
は
潰
え
た
と

い
っ
て
よ
さ
そ
う
だ
。
し
か

し
、
学
会
に
よ
っ
て
は
機
構
と

協
同
し
、
試
行
と
い
え
る
よ
う

な
実
施
に
踏
み
出
す
と
こ
ろ
も

あ
る
と
い
う
。
何
れ
に
せ
よ
、

初
期
臨
床
研
修
を
終
え
、
来
年

度
か
ら
専
攻
医
研
修
を
受
け
よ

う
と
す
る
若
い
ド
ク
タ
ー
が
混

乱
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

何
度
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
身

分
問
題
に
つ
い
て
も
、
機
構
や

医
療
部
会
が
真
摯
に
検
討
し
た

と
は
い
え
な
い
。

進
め
ら
れ
る
医
師
管
理

に
注
視
を

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

保
険
医
定
数
制
や
自
由
開
業
規

制
等
の
医
師
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

導
入
に
向
け
た
動
き
は
引
き
続

き
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
の
間
、
新
た
な
医
師
管
理

の
仕
組
み
づ
く
り
は
、「
新
専

門
医
制
度
」
だ
け
で
は
な
く

「
地
域
医
療
構
想
」
と
の
両
面

か
ら
追
求
さ
れ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
落
と
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
6
月
3
日
、
厚
生
労
働
省
の

医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る

検
討
会
医
師
需
給
分
科
会
は
正

式
な
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表

し
、
2
0
4
0
年
に
医
師
の

需
要
と
供
給
が
逆
転
し
余
剰
に

な
る
と
の
推
計
を
あ
ら
た
め
て

示
し
※
、
医
師
偏
在
対
策
と
し

て
「
保
険
医
の
配
置
・
定
数
の

設
定
」
や
「
自
由
開
業
・
自
由

標
榜
見
直
し
」
を
提
起
し
た
。

　
し
ば
ら
く
「
新
専
門
医
制

度
」
を
め
ぐ
る
混
乱
は
続
く
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
見
え
隠
れ
し
な

が
ら
、
医
師
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

仕
組
み
づ
く
り
は
進
ん
で
い
く

は
ず
で
あ
る
。
国
の
思
惑
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
い
つ
も
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
※
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
紙
2

9
6
2
号
4
面
「
政
策
解
説
・
医
師

需
給
推
計
と
「
偏
在
解
消
」
で
詳
述

し
て
い
る
。
ご
参
照
さ
れ
た
い
。

機
構
の
準
備
し
て
い
る
専
攻
医

登
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
か

し
な
い
か
、
17
年
度
か
ら
の
専

門
医
養
成
の
在
り
方
の
選
択

が
、
基
本
診
療
領
域
の
各
学
会

に
委
ね
ら
れ
た
。

試
行
か
延
期
か
　

議
論
激
し
く

　
こ
こ
に
至
る
2
週
間
ほ
ど
の

間
に
、
同
制
度
を
め
ぐ
っ
て
激

し
い
動
き
が
あ
っ
た
。

　
5
月
30
日
、
厚
生
労
働
省
社

会
保
障
審
議
会
医
療
部
会
「
専

門
医
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る

本
専
門
医
機
構
」
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
を
示
し
た
。

　
専
門
委
員
会
が
専
攻
医
の

「
定
員
枠
」
を
、
17
年
度
に
つ

い
て
過
去
3
年
間
の
採
用
実
績

に
基
づ
き
、
診
療
領
域
別
・
都

道
府
県
別
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
に

設
定
す
る
と
し
た
。

　
各
領
域
別
研
修
委
員
会
・
学

会
は
実
質
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
認

定
を
担
う
と
と
も
に
、
都
道
府

県
か
ら
の
定
員
増
や
ロ
ー
テ
ー

ト
期
間
等
の
ロ
ー
テ
ー
ト
方
針

の
改
善
要
望
等
の
調
整
も
担
う

と
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、
仕
組
み
の
中
核
を

決
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
は
学

会
が
担
う
こ
と
で
、
日
本
専
門

医
機
構
の
役
割
は
極
め
て
限
定

さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の

提
案
に
対
し
、
委
員
か
ら
は

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
を
走
ら
せ
る

こ
と
自
体
に
反
対
」「
試
行
し

て
し
ま
う
と
止
ま
ら
な
く
な

る
」
と
、
試
行
へ
の
反
対
意
見

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
永
井
委
員
長
は
「
学
会
の
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
新
専
門
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
す
る
か
、
従
来
通

り
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施

す
る
か
、
次
回
会
合
ま
で
に
学

会
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
す
る
と
提
案

し
て
い
た
。
な
お
、
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
の
結
果
、
17
年
度
に
新
専
門

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
す
る

学
会
が
一
部
と
な
る
場
合
の
定

員
設
定
等
の
在
り
方
等
は
未
定

で
あ
る
。

日
医
と
四
病
協
は

延
期
求
め
る

　
6
月
7
日
に
は
日
本
医
師
会

と
四
病
院
団
体
協
議
会
が
緊
急

記
者
会
見
し
、「
地
域
医
療
の
観

点
か
ら
懸
念
が
残
る
と
さ
れ
た

診
療
領
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

開
始
延
期
等
を
求
め
た
。
ま
た

文
中
に
は
「
す
べ
て
の
医
師
が

専
門
医
を
取
得
す
る
も
の
で
は

な
く
、
女
性
医
師
を
は
じ
め
と

し
た
医
師
の
多
様
な
働
き
方
に

十
分
配
慮
し
た
仕
組
み
と
す
る

こ
と
」と
の
要
望
も
記
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
る
形
で
同
日
、

塩
崎
厚
労
大
臣
は
談
話
を
発

表
。
要
望
の
「
趣
旨
を
十
分
に

理
解
」
す
る
と
述
べ
た
上
で

「
医
療
関
係
者
と
機
構
と
学
会

身
も
心
も「
し
な
や
か
」に

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
実
践
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
茂
木
先
生
の
あ
っ
と
い
う
間

の
研
修
を
終
え
、
大
切
な
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

学
び
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
仕
事
に

活
か
せ
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん

を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
心
を
新
た
に
頑

張
っ
て
い
く
次
第
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で

す
す
め
ら
れ
る
研
修
会

「
新
専
門
医
制
度
」は
ど
こ
に
向
か
う
の
か

新
専
門
医
を
機
構
認
定
で
な
く
学
会
認
定
の
方
針
に

政策解説
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7月31日（日） 午後1時～7時
京都ホテルオークラ･4Ｆ「暁雲」
（京都市中京区河原町御池）

福引き

与謝蕪村･伊藤若冲生誕300年を迎えて
京都嵯峨芸術大学　特任教授　佐々木 正子 氏

日 時

場 所

総　会

演 題

講 師

伊藤 君子 氏

ジャズ演奏

※当日は、佐々木丞平氏（京都国立博物館館長）も公務がなければ出演予定。

定期総会第69回

我が国の文化芸術の基盤となるものは、千年の都・京都で生み出され熟成されてきたが、伝統
が形成される過程には数多くの革新的変化が繰り返されても来ました。中国から入って来た筆
法重視の水墨画、我が国で古くから生まれ育った穏やかな大和絵を 2本の柱として、江戸時
代に入ると、写生画、意匠性の強い琳派など、表現の幅は更に広がりを見せます。そうした中でそれぞれの流れに影響
されながら、個性の強い表現が現れ、俳諧師でもあった与謝蕪村、中国・院体画の描法を継ぐ伊藤若冲という 2人も活
躍します。今年はその 2人の生誕300年。 2人の生きた時代の京都の社会を考えながらその画業を追ってみましょう。

講師からのメッセージ

第191回定時代議員会合併

午後1時 ～3時

2015年度活動報告ならびに決算報告
2016年度活動方針（案）ならびに予算（案）

講演会 午後3時10 分 ～4時 50 分

懇親会 午後5時 ～7時

寺
町
通

川
端
通

木
屋
町
通

河
原
町
通

三条通

二条通

御池通地下鉄東西線
京都市役所前駅

京
阪
三
条

［参加費］　会員 1,000円　  家族･従業員  5,000円

後藤 浩二 氏
プロフィール：香川県小豆島生まれ。これまで17枚
のアルバムを発売、数々の受賞歴に輝く日本を代表
するジャズ・シンガー。活動の場は日本にとどまら
ず海外にも及ぶ。1989年にはソニー・ミュージック
から発売されたアルバムがアメリカの「ラジオ＆レ
コード誌」で16位にチャートインするという日本人
初の快挙を成し遂げている。1997年には小曽根真と
のデュオでスイス・モントルーの「モントルー・ジャ
ズ・フェスティバル」に出演（ライヴ録音盤が発売
中）、2010年には、パリ、ローマ、セネガルで公演、
その他にもヨーロッパ、アジア諸国で公演を行って
いる。最新アルバムは2015年10月に日本コロムビア
より発売された「ジャズだべ！ジャズださ！」。

プロフィール：1973年生まれ。
大学卒業と同時にプロ活動を始
める。2002年、自主制作アルバ
ム「A Wonderful Time」を発
売すると共に、伊藤君子をはじ
めとする多くの著名ミュージ

シャンの録音にも参加。2007年にはハーヴィー・メイ
ソン、ラリー・グレナディエとのトリオでのリーダー・
アルバム「HOPE」をNYにて録音、同年にはCD発売
記念の日本ツアーを行った。2014年には8枚目のリー
ダー・アルバム「ONTOLOGY」を発売、その活動が
最も注目を集めるジャズ・ピアニストの一人である。

（株）アミスセレクトの即売会も行います

6月13日付で
会員各位に案内ハガキを
お送りしています。
参加申込はハガキにて
お願いします。

第191回定時代議員会合併
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日　時 6月25日（土）午後３時～５時30分
会　場 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ　※終了後、会費制の懇親会あり
内　容 ①報　　告 最新情勢
  ついに出た ! 保険医定数制 ! ― 自由開業制見直しの動き
 ②報　　告 開業医たちの戦後 ― 保険医協会の原点を探る
 ③基調発言　京都協会はなぜ、「開業医医療復権･京都宣言」 をつくるか？
 ④意見交換会

日　時 6月29日（水）午後２時～４時
会　場 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
テーマ 「2016年度受験の分析と2017年度対策」（中学・大学受験）
 中央受験センターの講師により解説します。
　※セミナー終了後は、医・歯学部（中学）受験の個別相談を行います。

参加費 無料（要申込）

参加費 無料（要申込）

どうなる?! 自由開業制 ついに出た! 保険医定数制

受験対策セミナー

第６回 開業医フォーラム 2016年 保団連医療研究フォーラム プレ企画

保険医協会は

　医師・医療機関にとって賠償責任への備えは
必須です。保険医協会の保険は会員のみなさま
からのニーズにお応えして、多様な補償をご用
意しています。

医師賠償責任保険

個人情報漏えい保険

針刺し事故等補償プラン

針刺し事故感染症見舞金補償プラン

介護福祉事業者等賠償責任保険

医療機関のリスクを
まるごとサポート

この保険は、京都府保険医協会を契約者とする針刺し事故等による

感染症危険補償特約をセットした団体傷害総合保険です。

万が一針刺し事故等により
ＨＢＶ、ＨＣＶ、ＨＩＶに感染したら・・・

そんな不安を抱えている会員のみなさまに！

京都府保険医協会��のご��です。
��と�ご��だ�い。

針刺し事故等補償���の特�
１．医療��の��に�事�����を��ます。�に生�た��な����事故によ�、

�������������に感染��、����を発病し�治療を�け��た�

合、保険�をお支払いします。
２．医療��の��に�事�����を��ます。�に生�た��な����事故によ�、

�������������������ト���������に感染��た�合、保

険�をお支払いします。

３．��生活における������な��の事故による��を補償します。

発病を待たずにお支払いできるため、治療費や
生活費などにご利用いただけます！

①

京都������TEL 075-212-8877  FAX 075-212-0707                           
〒604-8162 京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637
インターワンプレイス烏丸６階E-mail：info@hokeni.jp HP：http://www.healthnet.jp

2016年8月1日加入の場合
申込締切 ７月 １日

2016年度版

針刺し事故等補償プラン
身近なリスクの備えに

案内パンフレット（橙色の冊子）は本紙2967号とと
もにお届けしました。ぜひこの機会に加入をご検討下
さい。お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-
212-8877）まで。

被保険者が医療関係の業務に従事中に生じた偶然
な血液暴露事故を直接の原因として、HBVに感染
後Ｂ型肝炎を発病して治療を受けた場合、HCV・
HIVに感染した場合に保険金をお支払い

日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によ
るケガも補償

保険料は団体割引20％を適用（京都府保険医協会
が契約者となる団体契約）

1.

2.

3.

（団体傷害総合保険・損保ジャパン日本興亜取扱）

　新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、
協会の斡旋手数料無料にて、ご開業を全面的にバック
アップします!!
　新規開業をご予定の先生は、この機会にぜひお申込み
下さい。

利　率：0.35％（2016年11月委員会決定分まで）
※12月 1 日付で利率を見直します。

期　間：2016年 6 月～2017年 5 月委員会決定分まで
斡旋手数料：無料

“新規開業資金”金利・手数料優遇キャンペーン実施中 期間
限定

8月1日
から

1年間

中途でも加入

できます!!

案内パンフレット（青色の冊子）はグリーンペーパー５月号とともにお届けしました。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

保険料は20%
割引でお得!

○保険期間　8月5日 午後4時から1年間 （中途での加入も可能）
○会員のご家族も加入できます

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険にご加入ですか?

◆ ゴルフプレー中に他人に損害を与えた時
◆ ゴルフプレー中にご自身がケガをした時
◆ ゴルフ用品に事故があった時
◆ ホールインワン・アルバトロスを達成した時 など

こんな時に

補償されま
す！

　2015年10月１日から実施の「医療事故調査制度」は、医療機関の
管理者にとって予期せぬ医療事故（死亡・死産）が発生した場合
に、遺族への説明とともに、医療事故調査・支援センターへの報
告、院内調査が求められます。また調査に伴う費用は医療機関の負
担となります。
　そのため保険医協会では、「医療事故調査費用保険」の取扱いを開
始しました（損保ジャパン日本興亜引受）。本保険の対象は、①開設
者・管理者が日本医師会Ａ１会員でない診療所・病院、②100床以上
の病院です※。
※ 開設者・管理者が日本医師会Ａ１会員の診療所と99床以下の病院は、
日本医師会の医療事故調査費用保険の対象となります。
　 本保険は、事故に係る医療機関の過失の有無に関わらず、調査に係る
費用を補償（自院で実施した解剖やＡｉ費用も対象）します。

医療事故調査制度に対応 「医療事故調査費用保険」

いつでも加入・型変更ができます
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日常診療に

すぐに役立
つ

　会員には１冊無料でお届けしました。追加をご希望の場合は協会
事務局までお申込み下さい。

４月の診療報酬改定を詳説！

「改定関連書籍」発行のご案内

① 

点
数
表
改
定
の

ポ
イ
ン
ト

②
新
点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ

　

レ
セ
プ
ト
の
記
載

③
診
療
所
向
け（
入
院
外
）

　

常
用
点
数
表

　

常
用
点
数
表

④
薬
効
別
薬
価
表
付 

薬
価
基
準

　
（
効
能
・
用
法
・
禁
忌
）

⑤社会保険診療提要

4,650円

3,000円（送料込）1,500円（送料込）

210円5,700円

協会行事予定 お申込みは協会まで（☎075-212-8877）



（
40
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
事
故
発
覚
時
の
26
年
前
に
十

二
指
腸
潰
瘍
の
た
め
胃
切
除
術

を
施
行
し
た
。
手
術
は
問
題
な

く
終
了
し
た
が
、
26
年
後
に
別

の
Ａ
医
療
機
関
で
横
行
結
腸
間

膜
頭
側
に
ミ
ク
リ
ッ
ツ
ガ
ー
ゼ

（
7
・
5
×
7
・
0
×
4
・
8

㎝
）
が
偶
然
発
見
さ
れ
、
同
医

療
機
関
に
お
い
て
、
開
腹
術
に

よ
り
摘
出
し
た
。
そ
の
後
、
特

に
異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。 

　
患
者
側
は
、
全
面
的
な
医
療

過
誤
と
し
て
26
年
前
に
手
術
を

施
行
し
た
医
療
機
関
に
対
し

て
、
強
硬
に
賠
償
請
求
し
て
き

た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
26

年
間
で
他
の
医
療
機
関
で
ガ
ー

ゼ
残
存
の
可
能
性
が
あ
る
手
術

を
患
者
が
施
行
さ
れ
た
証
拠
が

な
い
こ
と
に
加
え
、
残
存
し
て

い
た
ガ
ー
ゼ
の
位
置
も
当
時
の

手
術
で
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、

手
術
の
際
に
誤
っ
て
ガ
ー
ゼ
を

残
存
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

な
お
、
患
者
は
暴
力
団
員
で
極

端
に
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
、
冷

静
な
示
談
交
渉
が
で
き
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
医
療

機
関
側
は
従
業
員
の
安
全
も
考

慮
し
て
、
過
誤
を
全
面
的
に
認

め
た
上
で
債
務
額
の
確
定
訴
訟

を
申
し
立
て
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

9
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
ガ
ー
ゼ
残
存
に
関
し
て
は
言

い
訳
の
し
よ
う
の
な
い
過
誤
で

あ
る
。
な
お
、
患
者
は
暴
力
団

員
で
当
時
の
態
度
か
ら
見
て
、

法
外
な
慰
謝
料
を
請
求
し
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
が
、
実

際
に
は
マ
ス
コ
ミ
に
リ
ー
ク
し

て
、
テ
レ
ビ
で
院
長
に
よ
る
謝

罪
会
見
を
実
施
さ
せ
た
。
ガ
ー

ゼ
残
存
が
長
期
に
わ
た
っ
て
い

た
た
め
、
民
法
7
2
4
条
「
除

斥
期
間
」
の
適
用
が
議
論
と

な
っ
た
が
、
裁
判
所
の
判
断
で

は
、
除
斥
期
間
に
は
相
当
し
な

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
26
年
経
過
後
も
医
療
機
関

側
に
は
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

患
者
が
暴
力
団
員
で
様
々
な
要

求
を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
医

療
機
関
自
ら
訴
訟
を
申
し
立
て

た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
適
正
な
解
決
を
求
め
る

な
ら
ば
、
時
と
し
て
、
医
療
機

関
側
か
ら
裁
判
を
起
こ
す
勇
気

を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ

う
。 

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
、
判
決
に
よ

り
賠
償
金
を
支
払
っ
た
が
、
訴

訟
を
申
し
立
て
る
以
前
に
、
患

者
に
要
求
さ
れ
て
い
た
額
よ
り

少
額
で
済
ん
だ
。
判
決
後
は
患

者
か
ら
の
脅
迫
・
恐
喝
が
疑
わ

れ
る
よ
う
な
ク
レ
ー
ム
は
一
切

な
か
っ
た
。
解
決
に
要
し
た
期

間
が
約
9
カ
月
と
い
う
の
も
、

医
療
裁
判
を
経
た
医
事
紛
争
と

し
て
は
、
極
め
て
短
期
間
で
終

了
し
た
と
言
え
る
。

26
年
前
の
手
術
で
ガ
ー
ゼ
残
存
が
発
覚
！

し
か
も
患
者
は
暴
力
団
員

　
「
福
島
原
発
事
故
直
後
、
ト

モ
ダ
チ
作
戦
と
し
て
、
空
母

U
SS R

onald R
eagan

で
事
故
処
理
支
援
作
業
に
従
事

さ
せ
ら
れ
た
米
海
軍
の
兵
士
た

ち
の
多
く
が
、
そ
の
後
、
放
射

線
被
曝
に
酷
似
し
た
、
共
通
の

症
候
を
あ
ら
わ
し
、
す
で
に
3

人
が
白
血
病
や
が
ん
で
死
亡
し

た
。ま
た
、あ
る
海
兵
は
事
故
後

父
親
に
な
っ
た
が
、
そ
の
子
は

脳
に
腫
瘍
を
抱
え
て
お
り
、
今

年
3
月
、
生
後
2
年
で
死
亡
し

た
。
被
害
者
の
う
ち
2
5
0
人

が
、
東
電
お
よ
び
原
発
建
設
に

参
加
し
た
Ｇ
Ｅ
、EBA

SCO

、

東
芝
、
日
立
に
対
し
集
団
訴
訟

を
起
こ
し
、
自
ら
の
み
な
ら

ず
、
遺
伝
的
変
異
が
拡
散
し
か

ね
な
い
自
分
た
ち
の
子
孫
の
分

ま
で
補
償
を
求
め
て
い
る
。

　
米
軍
当
局
は
、
被
曝
量
は
軽

微
で
関
連
性
は
な
い
と
声
明
し

て
い
る
」と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
福
島
県
で
は
、
事
故
に
よ

る
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
1
3
1
を

含
む
大
量
の
放
射
性
物
質
の
飛

散
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
内

部
被
曝
に
よ
る
甲
状
腺
が
ん
の

多
発
が
危
惧
さ
れ
、
0
歳
か
ら

18
歳
の
子
ど
も
た
ち
約
37
万
人

全
員
を
対
象
に
、
福
島
県
民
健

康
調
査
と
し
て
、
甲
状
腺
の
検

査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
、
2
0
1
6
年
3
月
31
日

ま
で
で
1
7
2
人
の
甲
状
腺
が

ん
お
よ
び
が
ん
の
疑
い
の
子
ど

も
た
ち
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
先
行
検
査
と
本

格
検
査
を
通
し
て
の
、
発
生
率

の
比
較
で
は
、
10
万
人
当
た
り

の
1
年
間
の
患
者
発
生
率
は
先

行
検
査
で
7
・
7
〜
11
・
7
人

／
年
、
本
格
検
査
で
35
・
4
〜

80
・
5
人
／
年
と
さ
れ
、
原
発

事
故
後
に
発
症
し
た
子
ど
も
の

甲
状
腺
が
ん
の
う
ち
67
％
以
上

が
原
発
事
故
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
推
定
さ
れ
（
宗
川
吉
汪
氏

ら
『
福
島
原
発
事
故
と
小
児
甲

状
腺
が
ん
』
本
の
泉
社
）、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
か
ら

は
、
今
後
の
激
増
が
心
配
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
県

当
局
や
政
府
は
原
発
事
故
の
影

響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
公
言
す

る
の
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、放
射
性
ヨ
ウ
素
の
他
、

半
減
期
31
・
1
年
超
期
間
、
β

線
を
出
し
続
け
る
セ
シ
ウ
ム
1

3
7
は
、
1
・
5
×
10
の
16
乗

ベ
ク
レ
ル
と
、
実
に
広
島
原
発

約
1
6
8
発
分
も
の
途
方
も
な

い
量
が
放
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

陰
で
、
意
図
的
に
隠
蔽
さ
れ
て

き
た
感
の
あ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

2
3
9
汚
染
に
よ
る
内
部
被
曝

が
も
た
ら
す
健
康
被
害
の
顕
在

化
も
気
が
か
り
で
あ
る
。

　
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
1
〜
3
号
機
は
、

事
故
直
後
か
ら
炉
心
溶
融
（
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
）
を
来
し
て
い
た

が
、
ま
た
、
爆
発
し
た
3
号
機

は
、
原
子
炉
に
入
っ
て
い
る
数

百
本
の
核
燃
料
集
合
体
の
う

ち
、
3
分
の
1
に
、
ウ
ラ
ン
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
ぜ
た
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
を
使
っ
て
い
た
（
プ
ル

サ
ー
マ
ル
）た
め
、 76
兆（
10
の

12
乗
）
ベ
ク
レ
ル
以
上
も
の
、

福
島
の
核
汚
染
の
実
態
を
見
据
え
直
そ
う

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ど
こ
ヘ
？想

像
を
絶
す
る
大
量
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
ば
ら
ま
か
れ
た
。
一

部
は
、
上
昇
気
流
に
の
っ
て
、

東
京
や
、
シ
ア
ト
ル
な
ど
ア
メ

リ
カ
本
土
ま
で
を
汚
染
し
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
は
、

半
減
期
2
・
41
万
年
、
吸
入
す

る
と
、
ホ
ッ
ト
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

と
し
て
、
放
射
さ
れ
る
α
線
に

よ
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
損
傷
し
、
肺
が

ん
や
、
骨
肉
腫
や
、
白
血
病
を

誘
発
す
る
、
内
部
被
曝
に
お
け

る
最
も
危
険
な
核
種
と
さ
れ
て

い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
喫

煙
者
で
は
、
発
が
ん
リ
ス
ク
が

極
め
て
高
く
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。『
原
発
事
故
…
そ

の
時
、あ
な
た
は
!
』
と
い
う

本
を
残
し
、
原
発
事
故
の
恐
ろ

し
さ
の
詳
細
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
示
し
て
下
さ
っ
た
、

愛
煙
家
の
故
瀬
尾
健
先
生
が
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
現
地
調
査

に
身
を
挺
し
た
数
年
後
、
肺
が

ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
、
悲
し
い

で
き
ご
と
を
思
わ
ず
に
は
お
れ

な
い
。

　
今
一
度
、
政
府
や
東
電
の
隠

蔽
を
許
さ
ず
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
含
め
た
多
く
の
放
射
性
物
質

で
汚
染
さ
れ
た
、
福
島
の
大
地

の
、
深
刻
な
実
態
と
現
状
を
見

据
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

　
福
島
の
子
ど
も
た
ち
や
県
民

の
健
康
を
守
る
真
剣
で
有
効
な

手
立
て
を
一
緒
に
打
ち
立
て
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
福
島
の
現
実
を
隠
蔽
し
て
、

地
震
列
島
の
上
で
、
原
発
の
再

稼
働
を
進
め
る
政
府
の
暴
挙
が

許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。

　
（
環
境
対
策
委
員
・

 

島
津 

恒
敏
）

　
Ｑ
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
を
算
定
す
る
場
合
、
在
宅
寝

た
き
り
患
者
処
置
指
導
管
理
料

を
算
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
薬
剤

や
特
定
保
険
医
療
材
料
も
算
定

で
き
な
い
の
で
す
か
？

　
Ａ
、
在
宅
で
の
総
合
的
な
医

学
管
理
に
必
要
な
薬
剤
（
投
薬

に
係
る
も
の
を
除
く
）
お
よ
び

特
定
保
険
医
療
材
料
は
「
14
在

宅
」
欄
で
算
定
で
き
ま
す
。
そ

の
際
、
算
定
で
き
る
特
定
保
険

医
療
材
料
は
在
宅
医
療
で
使
用

す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
る
も

の
に
限
り
ま
す
。『
社
会
保
険

診
療
提
要
2
0
1
6
年
4
月

版
』
Ｐ
3
3
3
以
降
を
ご
参
照

下
さ
い
。

　
協
会
は
5
月
16
日
、
京
都
府

知
事
に
対
し
、
福
島
第
一
原
発

事
故
に
係
る
被
災
者
の
健
診
へ

の
支
援
に
つ
い
て
の
要
望
書
を

提
出
。
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

飯
田
哲
夫
理
事
と
事
務
局
が
京

都
府
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総

務
課
に
赴
い
た
。
同
課
参
事
の

松
村
弘
毅
氏
が
対
応
し
た
。

　
こ
の
間
、
福
島
県
が
実
施
し

て
い
る
福
島
県
民
健
康
調
査
の

中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
先
行

検
査
で
約
30
万
人
が
受
診
（
受

診
率
81
・
5
%
）、
こ
れ
ま
で

に
１
１
3
人
が
甲
状
腺
が
ん
の

「
悪
性
な
い
し
悪
性
疑
い
」
と

判
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
99
人

が
手
術
を
受
け
、
乳
頭
が
ん
95

人
、
低
分
化
が
ん
3
人
、
良
性

結
節
1
人
と
い
う
確
定
診
断
が

得
ら
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
協
会
は
、
個
々
人
の
健
康
を

守
る
観
点
か
ら
も
、
被
ば
く
の

影
響
を
推
し
量
る
観
点
か
ら

も
、
健
診
活
動
が
何
よ
り
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
協
会
が
実

行
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る

避
難
者
子
ど
も
健
診
に
お
い
て

も
、
受
診
者
か
ら
福
島
県
民
健

康
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
対
象
に
な
る
人

で
あ
っ
て
も
健
康
不
安
か
ら
年

助成制度の構築を
京都府に申し入れ

避難者健診

に
一
度
は
健
診
を
受
け
た
い
。

ま
た
、
大
人
の
健
診
に
つ
い
て

も
集
団
健
診
を
開
催
し
て
ほ
し

い
と
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
避
難
者
子
ど
も
健

診
の
受
診
費
用
に
つ
い
て
は
、

実
行
委
員
会
と
避
難
者
団
体
が

創
設
し
て
い
る
健
診
基
金
か
ら

捻
出
し
て
お
り
、
受
診
者
に
負

担
は
求
め
て
い
な
い
。

　
懇
談
で
は
、
引
き
続
き
健
診

実
施
の
要
望
に
応
え
て
い
く
た

め
に
も
、
原
発
事
故
の
影
響
を

心
配
さ
れ
る
人
々
に
対
し
、
継

続
し
て
健
診
の
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
お

よ
び
、
血
液
検
査
・
尿
検
査
な

ど
、
原
発
事
故
影
響
を
懸
念
し

た
健
診
の
費
用
助
成
制
度
の
構

築
を
申
し
入
れ
た
。

在
医
総
管
算
定
時
の
薬
剤
や
材
料
の
算
定
に
つ
い
て

環
境
問
題

環
境
問
題
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医療安全を
身につけるために
―医療安全研修DVD PartⅡ

医事紛争事例集
― 医師が選んだ55事例
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協
会
は
5
月
21
日
、
五
感
を
イ
キ
イ
キ
！
ハ
ー
ブ
講
座
を
開
催
。
講
師
に
ハ
ー
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
榊
田
千
佳
子
氏
を
招
き
、
摘
み
た
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
の
紹
介
、
2
種

類
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ペ
ー
ス
ト
と
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
の
試
食
、
香
り

を
楽
し
む
サ
シ
ェ
作
り
等
を
楽
し
ん
だ
。
参
加
者
は
21
人
。
以
下
、参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
会
場
に
入
る
な
り
、
た
く
さ

ん
の
ハ
ー
ブ
の
み
ず
み
ず
し
い

緑
が
目
に
入
り
良
い
香
り
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
に
は
と

て
も
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど

う
使
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
そ
の
1
人
で
す
。

　
ま
ず
ハ
ー
ブ
っ
て
何
で
し
ょ

う
？　

と
い
う
お
話
で
す
。

ハ
ー
ブ
は
人
々
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
植
物
、
そ
し
て
野
生
に
近

い
も
の
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
し

て
だ
け
で
な
く
お
料
理
・
染

色
・
ク
ラ
フ
ト
・
美
容
そ
し
て

医
療
に
ま
で
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
彩
り
助
け
て
く
れ
る
も
の

で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
と
い

わ
れ
る
も
の
は
未
病
を
ケ
ア
し

て
く
れ
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
本
日
の
ハ
ー
ブ
は
、
先
生
が

ご
自
身
の
お
庭
で
朝
摘
ん
で
き

て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
「
晴
れ

た
日
の
午
前
中
に
摘
ん
だ
も
の

が
最
高
の
ハ
ー
ブ
」
と
い
う
条

件
を
ま
さ
に
満
た
し
て
い
る
、

と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
も
の
で

し
た
。
そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

ブ
が
各
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
用
意

さ
れ
て
い
て
1
種
類
ず
つ
手
に

取
り
、
香
り
を
確
か
め
な
が

ら
、
時
に
は
口
に
含
ん
だ
り
し

な
が
ら
先
生
の
説
明
を
聞
い
て

い
き
ま
す
。
ロ
ー
リ
エ
・
レ
モ

ン
バ
ー
ム
・
タ
イ
ム
・
ミ
ン
ト

…
10
種
類
以
上
。
全
く
知
ら
な

か
っ
た
ハ
ー
ブ
も
あ
り
ま
し

た
。「
フ
ィ
ー
バ
ー
フ
ュ
ー
」

熱
や
痛
み
を
と
る
ハ
ー
ブ
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
毛

医
音
会
友
愛
診
療
所 

中
村 

倫
子
（
中
京
西
部
）

素
敵
！ 

ハ
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら
し

効
果
が
あ
る
と
最
近

言
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
ハ
ー
ブ
の
香
り
に

包
ま
れ
て
い
い
気
分

に
な
っ
て
い
る
と
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
が
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
飲
む
と
さ
ら
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き

ま
す
。
美
味
し
い
い

れ
方
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ハ
チ

ミ
ツ
の
試
食
も
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
香
り
を

楽
し
む
ア
ロ
マ
ク
ラ

フ
ト
、
シ
ル
ク
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー

の
サ
シ
ェ
を
作
り
ま
し
た
。
針

も
糸
も
使
わ
ず
材
料
も
す
べ
て

揃
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で

参
加
さ
れ
て
い
た
男
性
の
方
も

楽
々
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
女
性
に
は
う
れ
し
い

薫
り
に
包
ま
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

ハ
ー
ブ
講
座
開
く

文化企画

若
返
り
の
ハ
ー
ブ
、
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
を
使
っ
て
ハ
ー
ブ
ビ
ネ

ガ
ー
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

を
り
ん
ご
酢
に
つ
け
る
だ
け
、

2
週
間
後
若
返
り
の
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ビ
ネ
ガ
ー
の
出
来
上
が

り
。
シ
ャ
ン
プ
ー
の
後
、
髪
の

毛
に
つ
け
る
と
サ
ラ
サ
ラ
に
な

る
そ
う
で
す
。
早
速
試
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

　
最
後
に
新
作
ハ
ー
ブ
テ
ィ

「
ブ
ル
ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
の
紹

介
と
試
飲
。
タ
イ
の
美
容
茶

「
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
」
が
入
っ

て
い
て
お
湯
を
注
ぐ
と
な
ん
と

き
れ
い
な
青
色
に
。
そ
し
て
オ

レ
ン
ジ
ハ
チ
ミ
ツ
、
レ
モ
ン
を

入
れ
る
と
紫
色
に
。
凍
ら
す
と

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
に
な
る

そ
う
で
す
。
近
日
中
に
発
売
さ

れ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
お
家

で
ぜ
ひ
試
し
て
み
た
い
！

　
榊
田
千
佳
子
先
生
は
知
識
も

経
験
も
ご
豊
富
で
第
一
線
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
が
、

　
柔
ら
か
な
雰
囲
気
で
気
さ
く

に
楽
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
の
が
、
ジ
ャ

ズ
シ
ン
ガ
ー
で
も
あ
る
こ
と
。

な
の
で
マ
ヌ
カ
ハ
ニ
ー
で
喉
を

い
た
わ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す

ね
。
サ
シ
ェ
だ
け
で
な
く
ロ
ー

リ
エ
や
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
も
お
土

産
に
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
充
実
の
2
時
間

で
し
た
。
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
何
か
一
つ
で
も
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
ハ
ー
ブ
の
あ

る
暮
ら
し
を
は
じ
め
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
北
丹
医
師
会
は
京
都
府
の
最

北
部
に
位
置
す
る
京
丹
後
市
の

医
師
会
で
す
。
市
は
平
成
の
大

合
併
で
12
年
前
に
誕
生
し
ま
し

た
。
広
さ
は
5
0
0
㎢
で
す
。

　
私
の
住
む
久
美
浜
町
か
ら
京

都
市
内
ま
で
は
約
1
5
0
㎞

あ
り
ま
す
。
昨
年
7
月
に
京
都

縦
貫
道
が
全
線
開
通
し
ま
し
た

が
、
車
で
3
時
間
前
後
か
か
り

ま
す
。
電
車
も
乗
り
継
ぎ
が
悪

く
同
じ
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。

　
現
在
、
京
都
府
北
部
は
「
海

の
京
都
」
天
地
山
海
に
い
き
づ

く
和
の
源
流
と
し
て
売
出
し
中

で
す
。
ま
た
、
京
丹
後
市
の
東

端
か
ら
鳥
取
の
西
端
ま
で
、
東

西
約
1
2
0
㎞
の
山
陰
海
岸
ジ

口
減
少
と
、
少
子
高
齢
化
は
ま

す
ま
す
加
速
し
て
お
り
、
全
国

の
10
〜
20
年
先
を
ゆ
く
高
齢
化

先
進
地
域
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
医
療
機
関
に
目
を
向
け
る

オ
パ
ー
ク
は
、
2
0
1
0
〜
14

年
、
14
〜
18
年
に
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
は
、
故
木
村
次
郎

右
衛
門
氏
（
享
年
1
1
6
）
に

代
表
さ
れ
る
1
0
0
歳
以
上
の

高
齢
者
（
百
寿
者
）
が
多
い
こ

と
か
ら
、
長
寿
の
要
因
を
探
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
す
。

　
京
丹
後
市
の
合
併
当
時
の
人

口
は
、6
万
5
8
2
2
人
で
、65

歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
26
・
4

％
で
し
た
。
2
0
1
6
年
4
月

末
現
在
、
人
口
は
5
万
7
1
9

8
人
、高
齢
化
率
は
34
・
3
％

で
す
。こ
こ
12
年
で
人
口
は
8

6
2
4
人
減
り
、
高
齢
化
率
は

約
8
％
も
上
昇
し
ま
し
た
。
人

「
海
の
京
都
」は
高
齢
化
先
進
地
域

と
、市
に
は
四
つ
の
病
院
（
う

ち
、
市
立
病
院
が
二
つ
）
と
、

1
週
間
に
5
日
以
上
外
来
が
あ

る
診
療
所
は
16
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
開
業
医
は
11
医
院
で

す
。
昨
年
ま
で
は
10
医
院
で
1

ケ
タ
が
迫
っ
て
来
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
4
月
に
久
々
に
開
業

さ
れ
11
医
院
に
な
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
絶
滅
の
危
機
を
脱

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
開
業
し
た
1
9
8
8
年
の

開
業
医
院
数
は
19
で
し
た
か

ら
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
踏

み
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
会
活
動
は
ほ
と
ん
ど
の

開
業
医
が
役
員
で
す
が
、
勤
務

医
の
先
生
方
に
も
多
く
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も

誰
も
が
複
数
の
役
を
掛
け
持

ち
、マ
ン
パ
ワ
ー
も
限
界
で
す
。

　
一
度
役
を
引
き
受
け
る
と
次

医師の診る風景
齊藤 治人齊藤 治人（北丹）（北丹）
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◆会員の希望される専門家をご紹介します。
◆随時、必要な時に相談できます。
　ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します。
◆相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、

個別相談に移行し有料になります。

◇お問い合わせは協会事務局まで
　TEL 075-212-8877　FAX 075-212-0707

協力専門家一覧
弁　護　士 税　理　士

莇　　立明　弁護士 花山　和士　税理士

江頭　節子　弁護士 外村　弘樹　公認会計士・税理士

松尾　美幸　弁護士 山口　　稔　税理士

福山　勝紀　弁護士 木谷　　昇　税理士

赤井　勝治　弁護士 乗岡　五月　税理士

石川　寛俊　弁護士 牧野　伸彦　税理士

鵜飼万貴子　弁護士 鴨井　勝也　税理士

小笠原伸児　弁護士 廣井　増生　税理士

竹下　義樹　弁護士 社会保険労務士
富永　　愛　弁護士 河原　義徳　特定社労士

新阜創太郎　弁護士 本宮　昭久　特定社労士

西村　幸三　弁護士 建　築　士
本田　里美　弁護士 坂本　克也　建築士

三重　利典　弁護士 竹内　秀雄　建築士

若松　　豊　弁護士 廃棄物処理コンサルタント
ファイナンシャルプランナー 中島　智之

㈱エコロジー・ソリューション
 代表取締役

関係生保会社、京都銀行の
ファイナンシャルプランナー

◆会員の希望される専門家をご紹介します。

協会の無料相談室

に
譲
る
人
が
な
い
た
め
、
休
業

す
る
ま
で
（
稀
に
休
業
さ
れ
て

も
）
降
り
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
他
に
も
、
介
護
認
定
審
査

会
、
学
校
医
等
も
助
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
3
人
に
1
人
以
上
が
高
齢
者

と
い
う
京
丹
後
市
で
は
認
知

症
、
看
取
り
等
と
い
っ
た
問
題

は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
今

ま
さ
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
夜

間
の
往
診
も
し
ま
す
が
、
開
業

医
の
居
な
い
町
も
あ
り
、
在
宅

看
取
り
を
希
望
さ
れ
て
も
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
情
か
ら
今
後
ま
す
ま
す

病
院
お
よ
び
多
職
種
と
の
連
携

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
、
丹
後
6
町
の

医
療
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

利用の条件は、京都府保険医協会会員
であることのみで、他の費用負担は
一切ありません。

２カ月に１回、
「共同購入案内
カタログ」 を
お届けします。

ご利用方法等の
詳しいお問い合わせは、
☎075‒212‒8877
（協会事務局） まで。

会員
限定

　
柔
ら
か
な
雰
囲
気
で
気
さ
く

利用の条件は、京都府保険医協会会員
であることのみで、他の費用負担は

医薬品・医療材料の
共同購入！

▲カタログ見本

歓談しながらのハーブサ
シェ作り（左）と作成し
たハーブサシェ

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 6 月 2 0 日第 2 9 6 8 号 京 都 保 険 医 新 聞毎月 5日･20日･25日発行 ( 8 )


